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Š
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〈注〉（）
拙著『飢饉
m社会史』 （校倉書房
%一九九四年）九九～一〇〇頁（天明
m飢饉）
&同『近世
m飢饉』 （吉川弘文館
%一九九
七年）二三三～二三五頁（天保
m飢饉）
&
（）
拙著『非常非命
m歴史学―東北大飢饉再考―』 （校倉書房
%一〇一七年）第四章「 『三川雑記』
j
~
‘盛岡藩
m飢饉風聞―
天保四・五年
中˜心
j」
&
（）
富村登校訂『三川雑記』 （吉川弘文館
%一九七二年）二〇九頁
&
（）
R
m「書付」
含˜
‚関係文書
n『東京市史稿』救済篇第三（東京市役所編纂・発行
%一九二二年）
j収録
T
’
e
C
‘（四
八〇～四八九頁）
&
^
_
V
%引用
j
A
^
.
e
n旧幕引継文書『天保七年御救小屋一件』 （国立国会図書館所蔵）
使˜用
V
^
&
（）『東京市史稿』救済篇第三
%四七五頁
%四八九～五〇三頁
&
z
J『東京市史稿』市街篇第三八
%『東京市史稿』産業篇第五
三
j
„関連史料収録
&
R
m御救小屋
含˜
‚天保飢饉時
m町会所臨時救済
j
c
C
e
n
%吉田伸之『近世巨大都市
m社会構造』
（東京大学出版会
%一九九一年
%一九～二五頁）参照
&
（）「米価高直
Ç付無宿病人行倒候者多人数有之候
Ç付手当之儀取調奉伺候書付」 『東京市史稿』救済篇第三
%四七五～四七六
頁
&
（）
旧幕引継史料『米高直狩込無宿』三分冊
Ê二）
%国立国会図書館所蔵
&
（）
同前史料
&塚田孝『近世日本身分制
m研究』 （兵庫部落問題研究所
%一八九七年）二八九～二九二頁
j
%
R
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二〇 二〇
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（）『東京市史稿』産業篇第五三（編集・発行東京都
%二〇一二年）七五九～七六二頁
&『東京市史稿』救済篇第三
%五二一～
五二四頁
&
（
）『東京市史稿』救済篇第三
%五二〇頁
&
（
）
鈴木棠三・小池章太郎編『藤岡屋日記』第二巻（近世庶民生活史料
%三一書房
%一九八八年）二二頁
&
（
）
日本随筆大成編輯部編『日本随筆大成』第一期 三 吉川弘文館
%一九九四年新装版）八四頁
&
（
）『東京市史稿』産業篇第五十三
%八六〇～八六一頁
&
（
）
南和男『江戸
m社会構造』 （塙書房
%一九六九年）
%塚田前掲書
&
（
）『白河市史』第七巻資料編近世（編集・発行白河市
%一九九三年）四八三頁
%四八七頁
&
（
）『二本松市史』第巻近世資料編（編集・発行二本松
%一九八二年）四三四頁
&
（
）
T
N
‹市史編
T
™委員会『氏家町史』史料編近世（
T
N
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%二〇〇九年）六三三頁
&
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同前六三六頁
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千葉県史料研究財団編集『千葉県
m歴史』資料編近世（千葉県
%二〇〇六年）七七七頁
%七七九頁
%七八六頁
&
（
）
行田市史編
T
™委員会・行田市教育委員会編集『行田市史 資料編近世（行田市
%二〇一三年）四八四頁
&
（
）
群馬県史編
T
™委員会編集『群馬県史』資料編近世（群馬県
%一九七七年）八四七頁
&
（
）『新編埼玉県史』資料編
近世（埼玉県編集・発行
%一九九一年）八五五頁
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群馬県史編
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%一九八六年）七三五頁
&
二一 二一
江戸
j向
J
E奥羽飢人―天保七・八年
中˜心
j―
（
）
前掲『新編埼玉県史』資料編
近世
%八五三頁
&
（
）
浦和市総務部市史編
T
™室編『浦和市史』第三巻近世史料編（浦和市
%一九八六年）八七五～八七七頁
%八八二～八八
七頁
&
（
）
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前掲『東京市史稿』救済篇第三
%五二一頁
&高柳真三・石井良助『御触書天保集成』下（岩波書店
%一九四一年）六五九
〇号（八七九頁）
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）
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八戸市立図書館所蔵
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j再録
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